
1日遅れのひなまつり行事を実
施いたしました。職員手作りの

きらびやかな衣装と道具を身にまとい、お内裏様とお雛
様になりきり撮影会を行なっております。皆様「こんな

経験はじめて！」「着物をきるな
んて何十年ぶりよ」と仰り、ご自
身の撮影が済んだ方も他の方の撮
影を見学され「とっても似合って
る」「かわいいわね」と楽しまれ
ておりました。笑顔の絶えない素
敵な行事になったと思います。
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3月24日水曜日、お天
気に恵まれ久しぶりに
外の空気に触れ、皆さ
んとてもリフレッシュ
できたようです。中に
は「サクラがとっても
きれいね」とか「綺麗
な色ね」「また今年も
サクラを見ることがで
きてとっても良かった
わ」等、ご入居者様同
士で会話をされたりし
て、沢山の笑顔を見る
ことができました。
「また来年も見ること
ができますように」

とサクラに向かってお
話しされる方もいらっ
しゃり、職員も「ほっ
こり」した気持ちにな
り、大切な時間となり
ました。

3月27日にお花
見をしました。
昨年はコロナが

猛威を振るい、外に出て桜を見るのが難しく
1年越しに外の空気に触れながら桜を見ることができま
した。また、ご入居者様方、清々しい表情で桜をご覧に
なっておりました。
ユニット内でも桜の雰囲気を感じたいと、桜の葉を何本
かユニットに持ち帰りフロアに飾られたりととても満足
された様子も見られ、今年度の良い締めになりました。

仲春の候、コロナの第三波が落ち着
いたかと思えば早くも第四波。なか
なかトンネルから抜け出せない状況
です。何とか早く収束してもらいた
いと願うばかりです。
さて、4月22日はいよいよ、ご入居
者様のコロナワクチン接種を行いま
す。当日はお医者さん2名に来てい
ただき慎重に進めて行きたいと考え
ております。何かと初めてのことで
ご迷惑とご協力をお願いすることも
あるかもしれませんが今後も何卒よ
ろしくお願いいたします。

3月30日14時より花見散歩レクリエーショ
ンを行いました。
職員2名でフロアを見守り、職員3名で利
用者様一人づつを施設外周を廻り風景や木々
を見ていただきました。大変喜ばれておりま
した。裏門辺りで一名づつ写真撮影を行って

います。
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安土桃山
時代に千利
休が茶会で
菓子職人に
作 ら せ た

「麩の焼き」という説がありま
す。麩の焼きとは、小麦粉を水
で溶いて鍋で薄焼きにし、山椒
入りの味噌を挟んだ菓子です。
時代を経て、明治時代には「も
んじゃ焼き」や、それを持ち帰
り用にした「どんどん焼き」が
生まれました。昭和初期には、
どんどん焼きにソースを塗った
「一銭洋食」が誕生し、戦後に
は、野菜、肉、海産物を乗せる
など、ボリュームのある料理に
なりました。具材を好みで入れ
る事から、次第に「お好み焼き」

と呼ばれるようになりました。

鹿児島本線 折尾駅「かしわめ
し弁当」。鶏そぼろに錦糸卵と
ノリ。つけ合わせは豆と漬物・
昆布。見た目が凄い綺麗。ご飯
が美味いです。鶏そぼろ・錦糸
卵・ノリと単体でも美味いです。
全てを混ぜ合わせると数段美味
くなります。個人的には半分く
らいまで単体でつけ合わせと一
緒に食べ、その後比率を同じぐ
らいにして混ぜる。これがベス
トかな？と思います。。

この日は、
薬 の 内 服
方 法 や 移
動 介 助 に
つ い て 学

びました。
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1階ショートステイ

3月駅弁・郷土料理

2階一、二丁目

新人研修

3階三、四丁目

4月に入り新入社員が5名
入職してくれました。始めは研修を受けて基礎を学び出
来るようになってからユニットに配属され現場を学んで
いきます。着脱介助やオムツ交換をこの日は行い、普段
中々使わない筋肉を酷使し悲鳴を上げる職員さんもおり
ました。

新人研修


